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2019 年度 群馬産業安全衛生大会の開催について 

～ 全国安全週間スローガン 「新たな時代に PDCA みんなで築こう ゼロ災職場」～ 

 

7月1日から7月7日までの期間が全国安全週間とされることを踏まえて、厚生労働省群馬

労働局（局長 田窪 丈明）の主唱により、一般社団法人群馬労働基準協会連合会他3団体主

催の「2019年度群馬産業安全衛生大会」が開催されます。 

また、全国安全週間の準備期間となる6月中に、県内7労働基準監督署において説明会を開

催し、群馬労働局長からの呼びかけや各企業で行うべき事項の説明を行い、その取組の徹底

を図ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【照会先】 

群馬労働局労働基準部健康安全課 

課 長 大  村  悦 男 

主任産業安全専門官 塩野    泉 

監 督 官  杉本    彩矢香 

（電 話）     027-896-4736 

厚生労働省 

Press Release 

厚 生 労 働 省 
群 馬 労 働 局 発 表 
令 和 元 年 ５ 月 3 1 日 

 

① 群馬産業安全衛生大会（別紙1） 

日時 令和元年7月2日（火）午後１時～午後４時 

場所 群馬県ＪＡビル（前橋市亀里町1310番地） 

内容 第1部 表彰式  

安全衛生に関する水準が特に良好で他の模範であると認められる事業場又は功労者

等に対し群馬労働局長等から表彰を行います。 

第2部 安全衛生講話 

第3部 特別講演   

 主催者 群馬労働基準協会連合会、建設業労働災害防止協会群馬県支部、陸上貨物運送事業

労働災害防止協会群馬県支部、林業・木材製造業労働災害防止協会群馬県支部 

② 全国安全週間説明会 

県内７労働基準監督署において、全国安全週間の準備期間となる 6月に全国安全週間説明

会を開催し（日程は別紙2のとおり）、群馬労働局長からの呼びかけ（別紙3）及び全国安全週

間中に各企業が取り組むべき事項（①安全衛生活動の推進②業種の特性に応じた労働災害防止

対策③業種横断的な労働災害防止対策）について説明し、その取組の徹底を図ります。 

  

群馬労働局 





開催地区 署別 月　日 時　間 場　　　　　　　　　　所

高崎地区安全週間説明会 高崎 6月12日 13:30 高崎市産業創造館

下仁田地区安全週間説明会 高崎 6月14日 1５:30 神戸建設株式会社

安中地区安全週間説明会 高崎 6月21日 16:15 並木苑

松井田地区安全週間説明会 高崎 6月18日 16：30 安中市役所松井田支所

富岡地区安全週間説明会 高崎 6月14日 16:15 ヴァンベール

前橋地区安全週間説明会 前橋 6月4日 13:30 ベイシア文化ホール

伊勢崎地区安全週間説明会 前橋 6月7日 13:30 伊勢崎商工会議所

渋川地区安全週間説明会 前橋 6月19日 13:30 高進ビル4階

桐生地区安全週間説明会 桐生 6月14日 14:00 桐生市職業訓練センター

太田地区安全週間説明会 太田 6月13日 13:30 ティアラグリーンパレス

大泉地区安全週間説明会 太田 6月11日 13:30 大泉町文化むら

館林地区安全週間説明会 太田 6月6日 13:30 ジョイハウス

利根沼田地区安全週間説明会 沼田 6月7日 14:00 利根沼田文化会館

藤岡地区安全週間説明会 藤岡 6月12日 13:30 藤岡商工会議所３階大ホール

吾妻地区安全週間説明会 中之条 6月6日 14:00 バイテック文化ホール

令和元年度　全国安全週間説明会日程表

別紙２



 

 

令和元年度 全国安全週間を迎えるにあたって 

 

全国安全週間は、「人命尊重」という崇高な基本理念の下、「産業界での自主的な労働

災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図ること」を目

的に、昭和３年に初めて実施されて以来、一度の中断もなく続けられ、本年で 92 回目を

迎えます。 

令和元年度全国安全週間は、 

「新たな時代に ＰＤＣＡ 

みんなで築こう ゼロ災職場」 

のスローガンの下、７月１日から７日までの間、全国で展開されます。 

 産業安全に携わる関係者の皆さんのご理解の下、各種安全管理活動を通じて安全水準

は着実に向上してきておりますが、依然として多くの労働災害が発生しております。 

群馬県内の労働災害による休業４日以上の死傷者数は､長期的には減少傾向にありま

すが、その減少も鈍化がみられ一進一退を繰り返しており、平成30年は平成29年と比較

して156名増の2,432名、そのうち死亡者数は同数の20名でした。 

また、平成 30 年度から平成 34 年度までを計画期間とした「第 13 次労働災害防止計

画に基づく群馬労働局推進計画」の1年目の取組結果は、死亡者数は目標の33.3％増加、

死傷者数は 7.9％の増加となりいずれも目標を達成することができませんでした。 

これらのことから、第 13 次労働災害防止計画の２年目に当たる本年度は、さらなる労

働災害の減少に向け、最終目標である、①死亡者数を前計画期間中の総数の 15％以上減

少、②死傷者数を平成 29 年と比較して、平成 34 年までに５％以上減少を達成できるよ

う取り組むこととしています。 

労働災害を防止するためには、各事業場において、トップ（事業者）による労働災害

を撲滅する強い決意と、安全衛生担当者による計画的な取組の推進及び労働者一人ひと

りによる実践により、労働災害ゼロの機運を高めることが重要です。 

全国安全週間を契機に、労働災害防止の重要性について改めて認識を深めていただき、

安全活動の確実な実施をお願いいたします。 

 

群馬労働局長 田窪 丈明 

 
 
 

               


